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海外出張報告
ペンシルベニア州立大学・昆虫学科での１年間

2005年９月から一年間、アメリカ合衆国ペンシ
ルベニア州立大学（http://www.psu.edu/）に派遣
されました。派遣先では、新しい技術の習得だけ
でなく、研究を進める上で必要な論理の組み立て
方などを基礎から学習し直し、貴重な体験をする
ことができました。派遣中の研究内容や、アメリ
カでの生活などについて報告いたします。

在外派遣にいたる経緯
当時の上司、グループ長に勧めていただいたこ
とがきっかけでした。いつかは海外の先進的な研
究室で研究をしてみたいと考えてはいたのですが、
いざ話が具体的になると、一体どこに行ったらい
いものかあてはなく、現在かかえるプロジェクト
や共同研究を中断して、外国で勉強する価値があ
るのか不安もありました。しかし、それまで労力
に比例した成果がなかなかあがらず悩んでいたこ
とや、家族が応援してくれたことから、在外派遣
で渡米することを決意しました。
まず派遣先の選択ですが、これまで感銘を受け
た論文の著者を徹底的にインターネットで検索し、
彼らの現在の研究テーマを調べてみました。その
中で、自分の目指す研究の方向性と一致する研究
室を選んで、魅力的な順にメールを送ってみまし
た。突然メールを送るのはいささか勇気が要りま
したが、できるだけその研究者とつながりのある
日本国内の研究者にお願いして、紹介人になって
いただきました。ラッキーなことに、２番目にメー
ルを送った研究者、ビヨンスタッド教授から返事
をいただいきました。まず、下見に渡米し、やっ
ていけそうな雰囲気を確かめて最終決定しました。
学会や旅行で海外へ出かけたことはあるものの、
実際に外国に住むのは初めてでしたので、何をや
るのも緊張し失敗が色々ありました。下見したと
きに、仲良くなった研究室の友達が助けてくれた
ので、とても有り難かったです。

在外派遣中の研究内容
派遣先では、「農業環境変動に伴うトンボ種個体
群存続性の予測」を中心のテーマとして、統計解
析と理論研究を行いました。データは茨城県南部
で２年間にわたり収集したものを用いました。ト
ンボはご存じの通り、幼虫期をヤゴとして池や川
などで過ごします。当然池の環境が良くなくては
絶滅してしまいますが、時には干上がってしまっ
たり、時には草刈りなどがあったり、常に攪乱に
さらされています。ただし、一つの池で一度絶滅

してしまっても、また環境条件が良くなって周り
の池から新しいトンボが飛来すれば、再び発生す
るでしょう。つまり、あるトンボ種がある池に居
るか居ないかは、その池自体の環境条件の良さと、
周りの好適な池とのつながりの、両方の影響を受
けていると考えられます。これらを評価するには、
個々の影響単独での強さ、双方から受ける分離で
きない影響、どちらでも説明できない部分に分け
て考える必要があります。
そこで、次のような３つの回帰分析を行い、そ
れぞれの決定係数をもとに、３つの要因の影響を
評価する手法を開発しました。まず、トンボ調査
にあわせて収集した池内の環境要因（池内・池周
囲の植物被覆面積、池底の堆積物量、外来魚量、
餌生物量、水質、周囲の土地利用、等々）とトン
ボの発生量を重回帰分析しました。次に、個体の
移動やなわばり構造などによって出現する様々
な空間的なトレンドを、大スケールから小スケー
ルに分解し、データ側から逆に推定してしまう
PCNM（主座標分析近接距離行列法）でモデル化
しました。最後に、池同士のネットワークを評価し、
ネットワークの強さで回帰した結合度モデルを構
築しました。この３つの回帰モデルを変動分割法
で評価したのが、図１です。モデルは調査したト
ンボ種すべてを含めて解析することも可能ですが、
この例ではモノサシトンボというイトトンボの仲
間に的を絞って解析しています。
池同士のネットワークは完全に空間トレンドの
一部として評価され、空間トレンドの半分程度の

図１　モノサシトンボの個体数を決定する要因。Ｓ：空間トレ

ンド（様々な要因から出現する空間的な構造）、Ｅ：環境要因、Ｃ：

池ネットワークの強さ。数値は各要因の影響の強さを表し、全

部を足し算すると100になるように設定してある。
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影響を持っています。一方、環境要因は半分程度
が空間トレンドに含まれ、残り半分は環境要因が
単独で影響しているようです。空間トレンドを持
つ環境要因では、集落ごとの池の管理体系や、複
数の池を含む土地利用の存在などが影響し、環境
要因自体が空間トレンドを持っていた、と考える
ことができます。つまりこの手法を用いれば、モ
ノサシトンボを維持するために、池の好適な環境
をまず大切にすること、そして次にモノサシトン
ボが多く発生している地区では、池間ネットワー
クを維持するためになるべく池をつぶさない努力
が必要であることが判ります。今後、様々な地域
やトンボ種で、この方法を試してみるつもりです。

アメリカでの生活
日本に一番なじみのある国のアメリカ合衆国で
すが、判らないことだらけでした。大学があるス
テート・カレッジ市は、大変安全で、家や車に鍵
をかけなくても、物がなくなることは滅多にあり
ません。物価は、日本よりもかなり安く、必要な
物はほとんど揃います。ただし、食べ物が口に合
わなかったため、大都市にでると必ず日本料理屋
に飛び込みました。医療は十分発達していますが、
これも日本とずいぶん違います。公的健康保険が
無いので、患者自身の責任で学生健康保険などに
はいる必要があります。医者は、保険内容を全く
把握していないので、患者自身が分厚い契約事項
を読んでおかなくてはなりません。私の場合、長
女の出産があったため病院に通うことが多く、保
険ではいつも苦い思いをしました。
英語は、普段から論文や学会で使うので、問題

ないだろうとタカをくくっていました。しかし、
渡米直後は、電話・水道などの契約も、電話では
用事が足りず、病院での説明も全く判らず、すっ
かり自信をなくしてしまいました。日本に来てい
る留学生の気持ちがよくわかりました。ある程度、
英語に慣れた後も、研究室での議論やセミナーで、
言いたいことが言えず、落ち込んでしまうことが
多々ありました。結局、恥をかいてもどんどん発
言する以外に、上達する方法は無いようです。一方、
研究面では、ポスドクでも一人前の学者として対
等につき合ってもらえるので、面白い発想を真剣
に議論できれば、すぐにでも共同研究に発展しそ
うです。
アメリカの研究者と日本の研究者との大きな違
いは、プライベートを大切にすると言うことでしょ
うか。５時には、家に帰ってバーベキューしたり
ゲームをしたり、近所の友達とよく遊びました。
仕事が終わっても楽しい時間がもてるというのは、
非常に豊かな毎日だと実感しました。日本に帰っ
てきても、余裕のある生活を心がけたいと思って
います。

今後、海外での研究を検討される方へ
外国に限らず、時折、環境を変えることは研究
者にとって重要なことだと思います。行った先々
それぞれで、違ったすばらしい体験ができるでしょ
う。ただ、アメリカ合衆国は英語が通じること、
多くの研究分野の中心的存在であること、外国人
を受け入れる体制が整っていることから、是非お
勧めしたいです。

（生物多様性研究領域　　山中　武彦）

アパートの裏で、近所の友達とバーベキュー。アパートは大学に近い二軒長屋で、生物系の

ポスドクや大学院生などが多く生活する通りにある。
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